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令和５年度吉川市財政健全化審査意見書 

 

第１ 審査の対象 

   令和５年度吉川市における健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類 

 

第２ 審査の年月日 

   令和６年７月１日（月）から令和６年８月１３日（火） 

 

第３ 審査の概要 

   この財政健全化審査は、吉川市長から提出された健全化判断比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

 

第４ 審査の結果 

   審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書

類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。  

記 

                               （単位：％） 

健全化判断比率 令和５年度 早期健全化基準 

１ 実質赤字比率 － １２．８１ 

２ 連結実質赤字比率 － １７．８１ 

３ 実質公債費比率 ６．３ ２５．０ 

４ 将来負担比率 － ３５０．０  

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率について、実質赤字額、連結実質赤字額がないため

「－」と表示している。 

※ 将来負担比率について、将来に渡って負担すべき負担の総額がマイナスとなるため「－」

と表示している。  

 

 

 

 

 

 



第５ 審査の内容 

  

１ 実質赤字比率 

令和５年度の実質赤字比率を積算した結果、実質赤字額がなく、実質赤字比率

はないという結果になった。この結果は、財政健全化団体になり得る早期健全化

基準１２．８１％を下回っていることから、健全な状態にあると認められる。 

２ 連結実質赤字比率 

令和５年度の連結実質赤字比率を積算した結果、連結実質赤字額がなく、連結

実質赤字比率はないという結果になった。この結果は、財政健全化団体になり得

る早期健全化基準１７．８１％を下回っていることから、健全な状態にあると認

められる。 

    

３ 実質公債費比率 

令和５年度の実質公債費比率を積算した結果、６．３％であった。この結果は、

財政健全化団体になり得る早期健全化基準２５．０％を超えないことから、健全

な状態にあると認められる。 

   

４ 将来負担比率 

令和５年度の将来負担比率を積算した結果、充当可能基金や充当可能特定財源

が減少したものの、地方債の現在高などの将来負担額も併せて減少したことによ

り、将来に渡って負担すべき負担の総額がマイナスとなったことから、将来負担

比率はないという結果になった。 
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